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発　行
香 川 自 治 会 広 報 部 会

（2015.9.1 現在）
印刷所 ( 有 ) スエカネ印刷 

平成２８年 9 月１５日

か
が
わ

時　間：14時～16時
活　動：4～6人体制で

　　  毎月第二土曜日限定
連絡先：防犯部会
　　　　会長 武田  久弘
電　話：51－3845

休 日 隊

　

香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
は
、
８
月
６

日
と
７
日
、
香
川
自
治
会
及
び
実
行
委

員
会
主
催
の
下
、
香
川
小
学
校
校
庭
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
、
両
日
と
も

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
各
日
と
も
千
人
、

あ
る
い
は
千
人
を
超
え
る
程
の
大
勢
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

暑
い
中
ソ
ー
ラ
ン
節
を
踊
っ
て
く
れ

た
香
川
小
学
校
６
年
生
達
、
大
勢
の
子

供
た
ち
が
参
加
し
た
市
役
所
主
催
の
ク

イ
ズ
大
会
、
お
祭
り
の
雰
囲
気
を
一
段

と
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
祭
囃
子
、
夏
の

夕
暮
れ
を
叙
情
豊
か
に
演
出
い
た
だ
い

た
阿
部
体
操
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
恒
例
の
盆
踊
り
と
、
多
く
の

方
々
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
に
ご
出
店
を
い
た

だ
け
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
、
こ
の
お

ま
つ
り
が
地
域
に
根
付
き
、
そ
し
て
こ

の
香
川
と
い
う
地
域
を
よ
り
一
層
盛
り

立
て
て
い
こ
う
と
い
う
み
ん
な
の
意
思

の
現
れ
で
あ
る
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
期
間
中
、

怪
我
を
さ
れ
た
方
も
な
く
無
事
に
お
ま

つ
り
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
何
よ
り
も
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
検
討
、
改
善
が
必
要
と
感
じ
た

事
は
、
次
の
３
点
で
す
。

①
花
火
大
会
と
重
な
ら
な
い
開
催
日
の

検
討

②
ゴ
ミ
を
校
庭
に
捨
て
さ
せ
な
い
、
落

と
さ
せ
な
い
為
の
ゴ
ミ
捨
て
場
の
設
置

③
出
店
者
規
模
の
維
持
拡
大

　

①
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
自
治
会
と

の
調
整
を
図
り
、
改
善
に
向
け
て
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
②
及
び
③
に
つ

い
て
も
み
な
さ
ん
の
お
知
恵
を
お
借
り

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
２
日
間
、

夜
遅
く
ま
で
大
き
な
音
声
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
い
た
近
隣
の
み
な
さ

ま
、
猛
暑
の
中
、
会
場
の
設
営
、
撤
去

作
業
に
ご
協
力
を
頂
い
た
自
治
会
、
町

■健康への影響

■高濃度予報が報知されます

■周知方法

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）は粒子
が非常に小さいことから、肺の奥ま
で入りやすく、ぜん息や気管支炎な
どの呼吸器系の疾患、肺ガンリスク
の上昇、循環器系への影響を引き起

神奈川県内の一般環境大気測定局

（一般局）における午前５時から正

午までのそれぞれの１時間値の平

均値のうち、８０μｇ／㎥を超過し

た測定局があった場合に、その日

の午後からのＰＭ2.5 の濃度が高

くなるおそれがあると判断し、注

意喚起を行う。（平成25年 12月５日

から運用開始、茅ヶ崎駅前の一号線

に測定器が設置されている）

記者発表、県ホームページへの

掲載、各市町村への情報提供、

テレホンサービス、ツイッター

等で周知が行われます。

こすおそれがあるとされています。
そのため、小児や高齢者、呼吸器・
循環器系に疾患のある方は、ＰＭ2.5
濃度が高くなると予想される場合
には特に注意が必要です。

PM2.5　健康に悪いのはなぜ？高濃度予報とはなに？
大気中に浮遊している粒子の内、粒径 2.5 マイクロメ
ートル（1mmの千分の一）以下の微少な物質のこと
を PM2.5 と呼び、呼吸器疾患や心疾患の原因に……。
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ベンチ

催し物

レッツ
トライ

ペタンク

　８月６日

ソーラン節（香小）

輪投げで
遊ぼう

　　　香川祭囃子

　　　　　　　阿部体操

　　　　盆踊り

模擬
店

校　庭 木　陰

ペタンク
会場では
時間を分
けて玉入
れを実施

（小学生）

内
会
の
み
な
さ
ま
、
夜
間
、
暗
い
場
所

を
中
心
に
安
全
巡
視
を
し
て
い
た
だ
い

た
茅
ヶ
崎
市
消
防
第
16
分
団
の
み
な
さ

ま
、
そ
し
て
香
川
小
学
校
校
長
先
生
、

教
頭
先
生
、
ご
協
力
を
頂
い
た
先
生
方

に
対
し
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

（
ふ
れ
あ
い
部
会
長　

宮
下
雅
一
）

 

心
ウ
キ
ウ
キ

        

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
！

　
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の
下
敷
き
に
よ

る
「
死
」
が
圧
倒
的
に
多
い
事
を
前
に

記
し
ま
し
た
が
「
自
助
」
の
為
の
対
策
が

大
切
な
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
先
ず
は
自
宅
の
安
全
性
に
つ
い
て

①
建
築
し
た
時
期
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
よ
り
前
。

②
増
改
築
で
、
壁
や
柱
を
撤
去
し
て
い

な
い
か
。

③
窓
の
左
右
の
壁
が
三
尺
未
満
。

④
屋
根
瓦
が
重
く
な
い
か
。

　
な
ど
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
合
や
判
断
で

き
な
い
と
き
は
耐
震
診
断
や
必
要
に
よ

り
耐
震
補
強
工
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
こ
の
耐
震
診
断
や
補
強
工
事
は
、
市

か
ら
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

相
談
さ
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
又
、
二
階
建
に
お
住
ま
い
の
方
で
耐
震
家

屋
で
な
い
方
は
、
二
階
を
寝
室
に
す
る
よ
う

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
家
具
を
固
定
し
転
倒
防
止
も
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。「
Ｌ
型
金
具
」
や
天
井
と
の
間

に
入
れ
る
「
突
っ
張
り
棒
」、
家
具
の
下
に

入
れ
る
「
粘
着
マ
ッ
ト
」、「
ス
ト
ッ
パ
ー
」

等
が
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
具
店
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
部
屋
や
壁
・
天
井
の
構

造
に
合
わ
せ
る
と
共
に
、
家
具
は
部
屋
の
出

入
口
付
近
に
は
置
か
な
い
配
置
も
工
夫
し
て

く
だ
さ
い
。
棚
の
収
納
も
、
重
い
物
は
下
に

入
れ
観
音
開
き
の
棚
は
揺
れ
で
開
か
な
い
よ

う
掛
け
金
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
寝
室
に
は
物
を
置
か
な
い
こ
と
が

「
自
助
」
の
基
本
で
す
。
家
具
転
倒
防
止
金

具
の
取
付
で
も
市
が
支
援
を
し
て
い
ま
す
の

で
問
い
合
わ
せ
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
続
　
～
　
花
元
　

～
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て 

②
～

防
災
だ
よ
り
No.2６

香川の人口
　　　男性
　　　女性

（世帯数

11,730　
5,829　
5,901　

3,538）　
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第
一
町
内
会

第
二
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

平成２８年９月１５日

　

山
本
前
自
治
会
長
を
偲
ぶ

　

え
っ
、
ま
さ
か
。
地
域
の
み
ん
な
か

ら
“
山
ち
ゃ
ん
”
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
た
前
香
川
自
治
会
長
の
山
本
茂
樹

さ
ん
が
８
月
１
日
、
75
年
の
人
生
を
終

え
ら
れ
ま
し
た
、
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

山
ち
ゃ
ん
が
自
治
会
活
動
に
関
わ
っ

た
の
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
総
務
委
員

長
と
し
て
２
年
間
、
香
川
自
治
会
長
と

し
て
の
６
年
間
で
、
こ
の
間
い
つ
も

言
っ
て
い
た
の
は
「
香
川
を
も
っ
と
住

み
よ
い
マ
チ
に
し
た
い
な
」
で
し
た
。

そ
の
通
り
に
活
動
し
た
功
績
の
一
つ
が

香
川
駅
舎
ホ
ー
ム
の
屋
根
延
長
。

　

香
川
駅
を
管
理
す
る
寒
川
駅
長
、

茅
ヶ
崎
市
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
何
度
も
掛

け
合
い
、
平
成
23
年
３
月
、
つ
い
に
屋

根
の
増
設
と
駅
前
の
ス
ロ
ー
プ
の
完
成

を
見
ま
し
た
。
ま
た
老
朽
化
、
耐
震
化

が
心
配
さ
れ
た
香
川
自
治
会
館
を
使
い

易
く
リ
フ
ォ
ー
ム
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
積
極
的
な
推
進
な
ど
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
立
上
げ
推
進
も
大
き
な
功
績
で
す
。

平
成
20
年
以
降
の
自
治
会
活
動
が
す
べ

て
入
っ
て
い
ま
す
、
ぜ
ひ
一
度
閲
覧
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

香
川
の
人
口
が
こ
こ
40
年
間
で
６
倍

に
急
増
し
マ
チ
が
大
き
く
変
貌
す
る
中

で
、
山
ち
ゃ
ん
は
新
し
い
香
川
自
治
会

の
礎
を
作
っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。
こ
こ
10
年
間
で
香
川
が
良
く

な
っ
て
い
る
と
思
う
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　

（
安
江
）

　

今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た

が
、
立
秋
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
気
温
も
下

が
り
、
お
盆
の
間
は
例
年
よ
り
過
ご
し

や
す
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
５
ヶ
月
が
過
ぎ
、
浜
降
祭

や
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
も
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
一
重
に

会
員
の
皆
様
や
役
員
の
方
々
の
ご
協
力

の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
10
月
に
香
川
地
区
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
よ
り
良
い

成
績
を
残
せ
る
よ
う
、
町
内
会
の
皆
様

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
湘
北
地
区
自
治
会

連
合
会
主
催
の
防
災
訓
練
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
４
月
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
多

く
の
被
害
が
出
た
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
ま
ず
、
一
人
一
人
が
地
震
に
対
す

る
備
え
を
行
う
こ
と
、
併
せ
て
、
と
な

り
近
所
と
の
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
が
重
要
な
事
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
防
災
訓
練
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、

組
長
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

現
在
、
町
内
役
員
会
議
で
は
、
「
第

三
町
内
会
区
域
内
の
防
犯
、
道
路
な
ど

の
安
全
対
策
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
現

状
や
課
題
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
い
、

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
内
会

の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

９
月
、
10
月
の
主
な
町
内
行
事
予
定

◎
９
月　

中
旬　

敬
老
の
お
祝
い
贈
呈

◎
10
月

２
日　

香
川
地
区
体
育
大
会 

８
日　

町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

９
日　

町
内
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
亀
井
）

　

年
々
夏
の
暑
さ
が
堪
え
る
身
に
も
、

朝
晩
が
し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。
ま
だ
、
残
暑
が
厳
し
い
日
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
体
調
管
理

に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

前
号
で
報
告
の
よ
う
に
６
月
25
日
第

一
公
園
脇
で
第
一
・
第
二
町
内
会
合
同

の
移
動
消
火
ホ
ー
ス
で
の
放
水
訓
練
を

行
な
い
、
第
二
町
内
会
は
46
名
が
参
加

さ
れ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

香
川
地
区
は
ク
ラ
ス
タ
ー
火
災
危
険

地
区
で
、
初
期
の
消
火
が
重
要
で
す
。

住
民
の
多
く
が
い
ざ
と
い
う
時
、
取
り

扱
え
る
よ
う
訓
練
を
継
続
実
施
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
に
は
香
川
地
区
体
育
大
会
が
控

え
て
お
り
、
当
町
内
会
は
成
績
が
こ
の

と
こ
ろ
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
は

少
し
で
も
上
位
に
食
い
込
む
よ
う
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　

自
治
会
で
は
今
会
員
を
増
や
す
対
策

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
第
二
町
内
会
は

他
に
比
べ
て
世
帯
数
が
格
段
に
多
く
、

未
加
入
者
の
把
握
も
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
身
近
に
ま
だ
自
治
会
に
入
っ
て

お
ら
れ
な
い
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

ら
、
是
非
組
長
を
通
し
て
役
員
（
町
内

会
長
、
総
務
）
ま
で
、
皆
様
か
ら
の
情

報
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

９
月
行
事
予
定

　

10
日　

町
内
定
例
役
員
会

　

17
日　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

期
日
未
定　

竹
と
ん
ぼ
教
室

　
　
　
　

（
別
途
回
覧
予
定
）

10
月
行
事
予
定

　

２
日　

香
川
地
区
体
育
大
会

　
　
　
　

（
雨
天
の
場
合
は
九
日
に
）

　

８
日　

町
内
定
例
役
員
会

　

15
日　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
末
光
）

　

『
ま
ず
は
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。』

第
四
町
内
会
の
皆
様
の
親
睦
を
図
る
た

め
に
、
香
川
２
丁
目
青
少
年
広
場
で
ペ

タ
ン
ク
の
練
習
を
始
め
て
か
ら
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化
さ

れ
て
い
る
の
が
悩
み
で
す
。
老
若
男
女

ど
な
た
で
も
出
来
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
是

非
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
！
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
子
ど
も
会
に
も

声
を
か
け
て
、
秋
休
み
あ
た
り
に
ペ
タ

ン
ク
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
老
若
男
女
ど
な
た
で
も
参

加
大
歓
迎
で
す
！
。
回
覧
板
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
お
た
の
し
み
に
～

　

７
月
に
入
る
と
青
少
年
広
場
の
雑
草

が
目
立
っ
て
き
た
の
で
、
有
志
で
草
刈

り
と
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
雑
草

は
思
っ
た
よ
り
手
ご
わ
く
、
作
業
は
３

週
間
に
渡
り
ま
し
た
。　

　

自
分
た
ち
が
日
頃
使
用
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
場
所
を
き
れ
い
に
す
る
と
、
気

分
の
良
い
も
の
で
す
。
今
後
も
定
期
的

に
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

（
第
四
町
内
会　
　

田
中
京
子
）

故　山本茂樹　様
　

十
五
夜
お
月
様
…
今
年
の
「
中
秋
の

名
月
」
は
、
９
月
15
日
。
昔
は
縁
側
に

里
芋
や
ス
ス
キ
な
ど
を
お
供
え
し
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

季
節
は
秋
、
し
か
し
ま
だ
ま
だ
強
い

陽
差
し
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
降
り
そ
そ

い
で
い
ま
す
。
そ
の
照
り
返
し
で
尚
一

層
暑
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
今
日
こ
の

頃
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
ど
う
お
過

ご
し
で
す
か
。

　

10
月
２
日
（
日
）
に
は
、
香
川
地
区

体
育
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
雨
天

の
場
合
は
、
予
備
日
と
し
て
10
月
９
日

（
日
）
に
順
延
と
な
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
「
リ
オ
」
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手

の
活
躍
ぶ
り
も
ま
だ
冷
め
や
ら
ぬ
中
、

香
川
小
学
校
運
動
場
で
汗
を
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
、
多
数
の
参
加
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
競
技
は
苦
手
と
思
わ
れ
る
方

は
、
応
援
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

楽
し
い
一
日
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
私

た
ち
役
員
一
同
、
貴
方
の
笑
顔
を
見
る

こ
と
を
励
み
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
香
川
自
治
会
の
検
討
課
題
に

は
、
一
・
防
災
、
二
・
自
治
会
加
入
率
、

三
・
年
間
行
事
の
維
持
な
ど
が
あ
り
、

自
然
災
害
時
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
未

加
入
者
の
安
否
確
認
は
…
、
行
事
ご
と

の
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
検
討
さ
れ
な
い
事
項
と
し

て
、
分
か
り
づ
ら
い
４
つ
の
町
内
会
編

成
が
あ
り
ま
す
。
「
昔
か
ら
の
編
成
だ

か
ら
そ
の
ま
ま
で
良
い
」
と
言
う
声
が

多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
災
害
時
に
は
○
丁
目
、
○
丁

目
は
○
町
内
会
と
明
文
化
し
た
方
が
理

解
し
や
す
い
と
思
う
の
で
す
。

　
　
　
　
　

（
次
回
に
続
く　

椎
野
）

●
７
月
定
例
役
員
会
（
７
月
２
日
）

茅
ヶ
崎
市
企
画
経
営
課
説
明
会

　

「
湘
北
地
区
地
域
集
会
施
設
の
整
備

に
向
け
た
今
後
の
進
め
方
」

報
告
・
連
絡
事
項

①
香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
協
力
者
名
簿

の
提
出

②
自
治
会
館
利
用
に
つ
い
て
お
願
い　

　
　
　
　
　
　

（
会
館
管
理
部
会
長
）

③
「
勘
重
郎
堀
散
策
路
の
草
刈
り
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

④
浜
降
祭
の
役
割
分
担

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

⑤
玄
珊
寺
前
空
き
地
宅
地
造
成
に
係
わ

る
対
応　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）   

⑥
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
表
副
会
長
）

⑦
自
治
会
向
け
環
境
学
習
会
・
出
前
講

座
の
検
討　
　
　
　

（
環
境
部
会
長
）

⑧
茅
ヶ
崎
市
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
に
係

わ
る
説
明
会
に
つ
い
て
（
７
月
30
日
に

香
川
自
治
会
館
で
説
明
会
を
実
施
）

⑨
そ
の
他

・
「
香
川
自
治
会
入
会
の
ご
案
内
Ｈ
28

年
版
」
印
刷
に
つ
い
て

・
茅
ヶ
崎
市
か
ら
の
許
可
書
等
の
保
管

先
に
つ
い
て

検
討
事
項

①
「
敬
老
の
お
祝
い
」

　

対
象
者
・
金
額
に
つ
い
て

◆
第
四
町
内
会
　
ペ
タ
ン
ク
を
練
習
中
！
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去
年
の
暮
れ
に
、
湘
北
地
区
連
合
会

の
関
連
で
二
つ
の
処
理
工
場
を
見
学
し

た
の
で
報
告
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
（
株
）

　
　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

　

２
０
０
１
年
に
制
定
さ
れ
た
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
を
契
機
に
工
場
を
設
立
・

稼
働
。
同
法
で
指
定
さ
れ
た
Ｔ
Ｖ
、
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
を
一
台
ず

つ
外
側
か
ら
手
作
業
で
解
体
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
金
属
、
配
線
、
モ
ー
タ
ー

等
に
仕
分
け
て
い
る
。

　

断
熱
・
防
音
の
た
め
の
発
泡
ウ
レ
タ

ン
は
、
圧
縮
固
化
さ
れ
、
冷
蔵
庫
や
エ

ア
コ
ン
の
冷
媒
は
、
フ
ロ
ン
排
出
抑
制

法
に
基
づ
き
回
収
さ
れ
る
。

　

回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
鉄
、

銅
な
ど
は
同
地
区
に
あ
る
製
鉄
工
程
で

香
川
ご
み
通
信

（七
）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
＆
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
再
利
用
工
場
見
学
・
報
告

有
効
利
用
さ
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
高

炉
の
原
料
と
し
て
、
ま
た
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
と
熱
交
換
器
は
非
鉄
製
錬
に
、
モ

ー
タ
ー
は
鉄
と
銅
か
ら
出
来
て
い
る
の

で
、
そ
の
ま
ま
製
鉄
原
料
と
し
て
転
炉

に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

尚
こ
の
工
場
で
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

以
外
に
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
高
炉
用

原
料
化
や
塩
ビ
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
処
理
お
よ
び
建
設

資
材
と
な
る
Ｎ
Ｆ
ボ
ー
ド
の
製
造
も
行

っ
て
い
る
。

●
昭
和
電
工
（
株
）

　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
工
場

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原
料
と
す
る
ア

ン
モ
ニ
ア
製
造
を
行
う
こ
の
工
場
は
、

完
全
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
・
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
特
長
で
あ
る
。

　

ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
農
業
肥
料
・
医
療

薬
品
・
ナ
イ
ロ
ン
や
ア
ク
リ
ル
繊
維
な

ど
の
原
料
と
し
て
幅
広
い
用
途
を
持
つ

と
同
時
に
、
産
業
用
の
基
礎
素
材
と
し

て
日
本
を
支
え
て
き
た
。

N
EW

S

◆
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
・
説
明
会
開
催

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
条
例
に
よ
る
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
ち
ぢ
か
ら

協
議
会
に
つ
い
て
、
市
自
治
会
推
進
課

３
名
が
来
ら
れ
、
７
月
30
日
香
川
自
治

会
館
で
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
市
で
は
す
で
に
地
区
自
治
会

連
合
会
を
母
体
に
、
12
地
区
の
内
、
10

地
区
で
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

湘
北
地
区
は
こ
の
香
川
自
治
会
で
の
説

明
会
を
契
機
に
協
議
会
へ
の
対
応
検
討

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

協
議
会
は
、
地
域
課
題
の
多
様
化
が

進
み
、
地
域
だ
け
、
行
政
だ
け
で
の
対

自治会

地区社協

ＰＴＡ・
保護者会

民児協
様々な
団体

個人

青少年
推進協

体育
振興会

応
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
取
り
組
み
が

必
要
と
の
判
断
か
ら
、
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
発
足
・
展
開
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

地
区
自
治
会
連
合
会
の
多
く
は
、
他

の
団
体
と
の
連
係
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、

こ
の
点
が
協
議
会
と
の
組
織
上
の
大
き

な
違
い
と
な
り
ま
す
。

　

質
疑
と
し
て
は
、
行
政
の
掲
げ
る
意

義
に
つ
い
て
は
理
解
す
る
も
の
の
、
理

想
と
す
る
協
議
会
の
機
能
を
果
た
す
に

は
、
今
ま
で
以
上
に
担
当
役
員
の
負
荷

が
増
大
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
香
川
自
治
会
の
よ
う
に
２
年
毎
に

役
員
が
改
選
さ
れ
る
場
合
、
協
議
会
の

よ
う
な
大
き
な
体
制
で
は
期
待
さ
れ
る

役
割
が
果
た
せ
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
こ
と
、
ま
た
行
政
に
認
定
さ
れ
た
協

議
会
と
な
る
に
は
、
湘
北
地
区
の
全
自

治
会
が
賛
同
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る

こ
と
の
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
午
後
６
時
よ
り
、
定
例
役

員
会
の
前
に
、
首
題
の
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
行
政
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

●
今
後
の
進
め
方

・
現
状
で
は
市
の
Ａ
案
と
地
区
の
Ｇ
案

と
が
平
行
線
と
な
っ
て
い
る
。
地
区
で

Ｇ
案
に
ま
と
め
た
経
緯
も
含
め
て
、
よ

り
多
く
の
地
区
の
方
に
現
状
を
説
明
す

る
場
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
そ
の
上
で
、
Ａ
案
、
Ｇ
案
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
（
又
は
ど
ち
ら
か
一
方
で

も
）
文
書
に
て
各
団
体
か
ら
の
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
。

☆
Ａ
案

　

香
川
公
民
館
・
図
書
館
分
館
を
雇
用

促
進
住
宅
跡
に
移
転
し
、
現
香
川
公
民

館
を
地
域
集
会
施
設
に
転
用

湘
北
地
区
地
域
集
会
施
設
の
整
備
に
向
け
て

茅
ヶ
崎
市
企
画
経
営
課
・
コ
ミ
セ
ン
説
明
会
開
催

☆
Ｇ
案

　

現
図
書
館
分
館
を
除
却
し
、
現
香
川

公
民
館
を
増
築
し
、
香
川
公
民
館
と
地

域
集
会
施
設
の
複
合
施
設
と
し
て
整
備

　

市
と
し
て
の
Ａ
案
の
評
価
は
、
現
在

の
公
民
館
活
動
の
継
承
、
継
続
に
課
題

は
あ
る
が
、
公
共
施
設
の
再
編
整
備
の

考
え
方
、
公
民
館
活
動
の
発
展
性
、
施

設
の
必
要
面
積
の
確
保
の
点
で
Ｇ
案
よ

り
も
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
し
て
い
ま

す
。

玄
珊
寺
前
空
き
地
の
宅
地
造
成
に
係
わ

る
対
応

　
今
ま
で
ご
み
集
積
場
と
し
て
使
用
さ

せ
て
頂
い
て
い
た
、
第
四
町
内
会
の
玄

珊
寺
前
の
空
き
地
が
宅
地
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
集
積
場
所
の
移
設
と
モ
ク

レ
ン
と
桜
の
木
が
通
路
を
ふ
さ
ぐ
状
態

と
な
る
た
め
そ
の
対
応
を
し
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
、
拠
点
整
備
課
と
下
水
道

課
職
員
お
よ
び
、
香
川
自
治
会
役
員
と

第
四
町
内
会
の
役
員
が
現
地
に
集
合
し

現
場
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
市
と
し
て
は
、
勘
重
郎
堀
散

策
路
内
に
立
っ
て
い
る
桜
（
35
年
物
）

と
モ
ク
レ
ン
の
木
の
伐
採
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
立
て
る
こ
と
、
伐
採
に
当
た
っ
て

は
近
隣
２
軒
へ
の
説
明
と
伐
採
の
了
解

を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

電
柱
支
線
１
本
の
移
設
の
た
め
東
電
と

調
整
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
バ
イ
ク
通

行
止
め
の
鉄
策
を
北
側
道
路
側
に
移
設

し
ま
す
。

　

自
治
会
と
し
て
は
勘
重
郎
堀
入
口
の

立
て
札
の
移
設
と
、
関
連
宅
へ
の
説
明

を
行
い
ま
す
。

10
・
11
月
　香
川
・
湘
北
地
区

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

ア
ン
モ
ニ
ア
の
製
造
で
は
、
収
集
し

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
粉
砕
・
減
容
・
整

形
さ
れ
て
一
時
貯
蔵
さ
れ
る
。
次
に
原

料
と
な
る
水
素
を
取
り
出
す
た
め
に
、

ガ
ス
化
炉
に
送
ら
れ
て
蒸
し
焼
き
に
さ

れ
る
。
こ
こ
で
発
生
し
た
合
成
ガ
ス
が

ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
装
置
に
送
ら
れ
ア
ン

モ
ニ
ア
が
製
造
さ
れ
る
。

　

一
日
約
二
百
ト
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
処
理
可
能
で
、
プ
ラ
の

処
理
施
設
で
は
日
本
最
大

と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
環
境
部
会
長

　
　
　
　

宮
田
）
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山
崎
喜
代
治

白
南
風
や
ホ
ー
ム
ラ
ン
追
ふ
あ
ま
た
の
目

　

梅
雨
明
け
の
気
持
ち
の
よ
い
風
が
吹

く
中
の
野
球
場
の
光
景
。
大
き
な
野
球

場
で
も
草
野
球
で
も
よ
い
。
ホ
ー
ム
ラ

ン
に
な
る
ら
し
い
ボ
ー
ル
を
、
観
客
の

何
十
、
何
百
の
目
が
一
斉
に
追
っ
て
い

る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

夕
蝉
や
ま
た
焦
げ
つ
き
し
鍋
洗
ふ

　

う
っ
か
り
し
て
い
て
又
焦
が
し
て
し

ま
っ
た
経
験
は
誰
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。

鍋
に
対
し
て
も
自
分
に
対
し
て
も
、
い

ま
い
ま
し
い
気
分
で
鍋
を
こ
す
る
。
厨

の
外
で
は
、
ま
だ
暮
れ
き
ら
ぬ
空
に
蝉

が
鳴
い
て
い
る
。
ほ
っ
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

ペ
ン
胼だ
こ胝

は
昭
和
の
名
残
り
芙
美
子
の
忌

　

小
説
家
林
芙
美
子
は
、
昭
和
26
年
６

月
28
日
、
47
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
出
世

作
『
放
浪
記
』
は
、
第
二
部
、
戦
後
第

三
部
を
出
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
な
い
時

代
の
流
行
作
家
に
は
、
ペ
ン
だ
こ
が
出

来
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

青
東
風
や
白
秋
歌
碑
の
城
ヶ
島

　

青
東
風
は
土
用
東
風
の
こ
と
。
土
用

の
さ
な
か
の
青
空
に
吹
く
風
。
白
秋
の

歌
碑
の
城
ヶ
島
は
、
空
も
海
も
青
く
、

草
々
も
青
い
。
そ
こ
に
盛
夏
の
気
持
の

よ
い
風
が
吹
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

夕
立
や
川
一
つ
越
え
雲
の
切
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

夏
燕
城
垣
の
石
弓
な
り
に

　
　
　

選
者
吟　
　
　
　
　
　

病わ
く
ら
ば葉の
は
ら
り
と
赤
し
水
の
上

　

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
お
電
話
下
さ
い
。

連
絡
先　

硲　

百
合
子　

(51)
７
３
９
６

平成２８年９月１５日

見
に
来
ま
せ
ん
か
？

ざ
る
菊
を
育
て
て
い
ま
す

敬老の日い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

歳
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33/49
94/126

224 264

　

今
年
よ
り
、
贈
呈
基
準
と
金
額
を
変

更
し
、
９
月
19
日
現
在
、
満
年
齢
で
下

表
に
示
す
節
目
の
歳
の
記
念
と
し
て
、

敬
老
の
お
祝
い
金
を
希
望
者
の
方
々

に
、
各
町
内
会
の
方
か
ら
贈
呈
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
何
卒
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

80 歳

85 歳

88 歳

90 歳

95 歳

99 歳

100 歳
以上

傘寿

米寿

卒寿

白寿

百賀

傘の略字が縦書の八十に見え
るから

米という漢字を分解すると、
八十八になるから

九十という漢数字を縦書きす
ると卆となり、卆は卒の略字

百という字から一を引いた数

百寿または 100 年＝1世紀で
紀寿と書くことも

節目の歳（満年齢）

－ －

－－

　

昨
年
か
ら
始
め
た
「
ざ
る
菊
」
の
栽

培
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
比
べ
て
手
間

暇
が
掛
か
り
、
特
に
夏
期
に
は
隔
日
の

水
か
け
（
夕
方
に
２
時
間
ぐ
ら
い
）
が
、

大
変
で
す
。

　

し
か
し
道
往
く
人
々
に
心
温
ま
る
労

い
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
下
旬
に
は
約
260
株
の
彩
り
豊
か

に
「
ざ
る
菊
」
が
開
花
す
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
見
に
来
て
下
さ
い
。

　

場
所
は
マ
ム
湘
南
み
ず
き
店
と
茅
ヶ

崎
骨
盤
整
骨
院
の
交
差
点
を
浄
見
寺
方

面
に
向
か
い
、
徒
歩
で
４
～
５
分
ぐ
ら

い
行
っ
た
所
の
左
側
で
す
。

　

春
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
の
隣
で
す
。

　
　
　
　

（
ふ
れ
あ
い
部
会　

臼
井
）

　

７
月
10
日
（
日
）
香
川
小
学
校
体
育

館
に
於
い
て
、
香
川
地
区
体
育
振
興
会

の
主
催
に
よ
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
資
格
は
、
18
歳
以
上
の
一
般
男

女
（
学
生
は
除
く
）
で
す
。

　

試
合
は
リ
ー
グ
戦
形
式
で
、
１
チ
ー

ム
男
子
４
名
、
女
子
４
名
で
、
１
セ
ッ

ト
15
点
、
２
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
（
ジ
ュ
ー

ス
な
し
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

香
川
自
治
会
は
こ
こ
数
年
優
勝
が
あ

り
ま
せ
ん
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　

優　

勝　

甘
沼
自
治
会

　
　

準
優
勝　

第
一
町
内
会

　
　

三　

位　

み
ず
き
自
治
会

　
　

四　

位　

第
四
町
内
会

　
　

五　

位　

第
二
町
内
会

　
　

六　

位　

松
風
台
自
治
会

　
　

七　

位　

第
三
町
内
会

香
川
地
区
体
育
振
興
会
主
催

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

 
 

 

▼

　

今
年
７
月
18
日
の
浜
降
祭
は
、
例
年

通
り
寒
川
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
34

神
社
・
39
基
の
神
輿
が
茅
ヶ
崎
海
岸
に

集
結
。
暁
の
祭
典
「
浜
降
祭
」
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

諏
訪
神
社
神
輿
も
夜
の
二
時
半
に
宮

立
ち
し
、
４
時
過
ぎ
に
会
場
に
到
着

し
、
会
場
内
を
勇
壮
に
練
り
歩
い
た

後
、
海
に
入
り
勇
壮
に
「
み
そ
ぎ
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
引
き
潮
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
帰

路
に
就
い
た
神
輿
の
禊
ぎ
と
が
重
な

り
、
波
打
ち
際
か
ら
沖
合
ま
で
潮
が
引

い
た
中
、
各
神
社
の
神
輿
が
次
々
と
海

中
に
繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

諏
訪
神
社
・
茅
の
輪
く
ぐ
り

 

残
り
半
年
の
無
事
を
祈
願
！

　

８
月
14
日
、
大
き
な
茅
の
輪
を
作
法

に
従
っ
て
く
ぐ
り
、
正
月
か
ら
半
年
間

の
ケ
ガ
レ
を
祓
い
、
残
り
半
年
の
無
病

息
災
を
祈
願(

夏
越
の
祓
・
な
ご
し
の

は
ら
え
）
し
、
ま
た
戦
没
者
の
慰
霊
を

行
い
ま
し
た
。

訃
報 

（
平
成
28
年
８
月
18
日
現
在
）

柳
田　

景
徳
様　
　

94
歳　

６
月
２
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

37
・
１
組

上
杉　

寿
夫
様　
　

65
歳　

６
月
14
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

38
・
７
組

原　
　
　

建
様　
　

81
歳　

６
月
21
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

14
組

池
田　

律
子
様　
　

72
歳　

６
月
23
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

１
・
１
組

石
川
久
美
子
様　
　

74
歳　

６
月
23
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

38
・
４
組

関
田
壽
美
子
様　
　

95
歳　

７
月
５
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

２
・
１
組

吉
村　

直
子
様　
　

52
歳　

７
月
10
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

８
組

山
本　
　

正
様　
　

64
歳　

７
月
16
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

26
・
２
組

熊
沢　

武
雄
様　
　

88
歳　

７
月
18
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

６
・
１
組

茂
木　

千
司
様　
　

83
歳　

７
月
26
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

31
・
７
組

齋
藤　

市
子
様　
　

99
歳　

７
月
27
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

49
・
２
組

亀
井　

義
雄
様　
　

91
歳　

８
月
１
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

27
組

山
本　

茂
樹
様　
　

75
歳　

８
月
１
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

12
・
１
組

栄
谷　

祐
典
様　
　

74
歳　

８
月
６
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

24
・
２
組

横
溝　

知
子
様　
　

62
歳　

８
月
８
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

51
・
１
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


